
社 会（ 歴史的分野）〔 その１ 〕                                №13 

      

発行者名 

観 点 

東 京 書 籍 

１ 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 内容の範囲は適切であり 、資料の内容、文章の難易度も本市の生徒の実態に応じ た 

適切なものと なっている。  

・（ 学校） 世界の歴史を背景に、 世界の動きとの関連を一層重視し、 各時代の特色を 

無理なく 履修できるよう に構成さ れている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ 各単元末のまとめでは、課題解決に応じ た「 思考ツール」 が用意されており 、多面

的・ 多角的に考察し、 伝え合う といった言語活動の充実を図ることができる。  

・「 もっと 知り たい」 という ト ピッ クスでは、 発展的な内容を分かり やすく 解説して 

いるが、 学習課題（「 調べてみよう 」） が設定さ れているので、 生徒の負担が多い。 

・（ 学校） 単元全体を貫く 「 探究課題」 が、 導入で的確に設定さ れているので、 単元 

全体の学習に見通し をもたせ、 生徒の主体的な学習を促すこと ができるよう に配

慮さ れている。     

・（ 学校）「 スキルアッ プ」 などのコラムがあり 、資料活用、 その際の思考の視点が含 

まれており 、 生徒の個人活動を支援すること ができる。  

⑶ 分量 ・ 全体の分量について、 適切な内容で収まっており 、 バランスもよい。  

・ 見開き１ ページで１ 時間の学習と したと き、 適切な分量である。  

⑷ 使用上の便宜 ・ 見開きのページに時代の物差し がついており 、どの時代を学習しているのかがわか 

り やすい。  

・ 二次元コード から動画や資料へのリ ンクが豊富である。ワークシート や動画、単語 

カード 、他分野の用語解説等に進むこと ができ、授業で学習を深めたり 、自主学習

を進めたり する上で効果的である。  

・ 巻末の年表で事象ごとに関係性を示し ているが、 文字が見にく い。  

・ 索引は太字で示す工夫が見られない。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ グラフの背景の色が淡く 目に優し い等、教科書全体に使用されている配色のバラン 

スが良く 見やすい。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・「 みんなでチャレンジ」 では、 個人活動や話し合い活動をする上での活動例が挙げてあったり 、 思考の視 

点が明記してあったり と、 対話的に学びを深めること ができる。  

・ 章のまとめでは、節の課題ごとに、用語の意味や資料を基に調べ考察し 、探究課題をまとめるといった探 

究の三段階のステッ プが用意されており 、 丁寧に学習し たこと をまと めること ができる。  

・ 歴史の見方・ 考え方を示す「 比較」「 推移」 などのアイコンがあり 、 それを基に、 資料を読み取り 、 まと  

め・ ふり かえり ができ、 生徒が見方・ 考え方を働かせ考えを深めることができる。  

・ 人権や平和に関するト ピッ クスが用意さ れており 、深く 掘り 下げて考察し 、その背景を学ぶことができる 

よう 工夫されている。  

・ SDGs のことについて、 マークの表記や説明等があると 、 公民的分野への学習へ接続がし やすい。  

・（ 学校）「 基礎・ 基本の確認」 と「 要約・ 説明」 と いう ２ 段階で言語活動の充実を図るよう 工夫さ れている。

また、 字数やキーワード 等の支援があり 、 記述の苦手な生徒でも取り 組みやすい。  

・（ 学校） 各時代の特色や時代の転換に関係する、 基礎的・ 基本的な歴史に関わる事象を重点的に選んで指 

導内容が構成さ れている。また、各時代の文化については、代表的な事例を取り 上げてその特色を考察さ

せること ができる内容になっている。  

・（ 市民） グローバル化の問題や SDGs について記述さ れていてよい。  

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること 。  



社 会（ 歴史的分野）〔 その２ 〕                                №14 

      

発行者名 

観 点 

教 育 出 版 

１ 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 内容の範囲・ 程度は適切であり 、 本文の記述は平易にまと められている。  

・（ 学校） 小学校での既習内容をもと に、 歴史を大観さ せること ができる。 また、 比

較・ 関連付けるなどの公正に選択・ 判断できる題材がある。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ 本文がわかり やすい言葉でまとめられており 、 学習内容を確実に身に付けやすい。 

・ 章の導入では、当時の様子がわかる資料が大きく ひと つ掲載さ れ、それを基にした 

生徒の気付きから学習課題を設定できるよう になっており 、 どの生徒でも課題を

定し やすい。  

・「 不戦の誓い」「 欲し がり ません。勝つまでは」 などの抒情的なタイト ルが、歴史的 

事象の一面的なイメ ージを持たせる。  

⑶ 分量 ・ 適切な分量で内容が収まっており 、 適切である。  

⑷ 使用上の便宜 ・ 資料の凡例が色だけでなく 斜線などでも示されている。  

・「 学習課題」、「 確認」、「 表現」 と いった項目は、 子ども達にもなじみやすい。  

・ 小学校との関連や重要文化財、国宝等のアイコンが見やすく 、ユニバーサルデザイ 

ンに配慮されている。  

・ 二次元コード にリ ンクやワークシート 機能などが少ない。  

・（ 学校） 各ページのタイト ル部分に「 時代スケール」 が示されており 、 世界の歴史 

を学習する際も、日本の「 時代スケール」 が示さ れているので、日本のどの時代に

あたるのかがわかり やすい。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ シンプルな構成で、 配色のバランスにも配慮さ れている。  

・ 各ページの時代のスケールは小さ く 同系色を使用し ているため、 生徒が見にく い。 

・（ 学校） 資料にある凡例の色遣いが色だけでなく 、 斜線などでも示さ れ、 わかり や 

すい。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 第一章「 歴史のと らえ方・ 調べ方」 で、 思考を整理する手法（ 年表、 思考ツール） についてふれており 、 

生徒が自ら調べ学習をする際にまと め方の参考になる。  

・ 資料活用能力を高める手立てとし ての歴史の技、「 THI NK」 の思考を深める問い等のコラムが充実し てい 

る。 また、 それらの資料は、 大きく 見やすく 工夫されている。  

・「 歴史を探ろう 」 では、 一般市民の生活や女性や子どもに焦点を当てたもの、 文化財から考察するものな 

ど、 さまざまな視点で時代の特色に迫ることができる。  

・ 単元末のまとめは、基本的な知識の確認はしやすいが、生徒の思考を促す思考ツールや思考を深めるため 

の設問、 視点等の手立てが少ない。  

・（ 学校） 各単元の学習を、 単元全体を貫く 問いである「 各章の問い」 と、 その解決を補助する問いである 

「 各節の問い」、 １ 単位時間の学習のめあてである「 学習課題」 の３ 段階の問いで構造化し、 細かいステ

ッ プで課題を解決していく ことで、思考・ 判断した内容を、適切に表現する力を身に付けられるよう にな

っている。  

・（ 学校）・ 歴史的な見方・ 考え方を働かせる「 導入」「 まと め」 が設定さ れていると あるが、話し合う 視点・  

手立て等が少ないため、 若い先生は活用し づらい。  

・（ 市民） 各章により 「 確認」 と 「 表現」 があり 、 復習がしやすい。  

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



社 会（ 歴史的分野）〔 その３ 〕                                №15 

      

発行者名 

観 点 

帝 国 書 院 

１ 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 内容の範囲は適切であり 、資料内容、文章の難易度も本市の生徒の実態に応じ た適 

切なものとなっている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ タ イムト ラベルは前の時代との比較がし やすい。イラスト を比較するので、生徒の 

興味・ 関心を引きつけやすく 、 言語活動が設定し やすい。  

・（ 学校） 言語活動に関する課題では「 書き出そう 」「 説明し よう 」 が多く 、 対話を促 

すよう な題材や課題は少ない。  

・（ 学校）「 歴史を探ろう 」 という ト ピッ クと して挿入さ れている「 発展的な内容」 は 

やや難し いものが多い。 しかし、 歴史に興味をもつ生徒には読みごたえがある。  

⑶ 分量 

 

・ １ 単位時間で学習する本文の文章量や行間、また、年間を通し て学習する内容量と  

もに生徒の実態と 照らし 合わせ、 適切である。  

⑷ 使用上の便宜 ・ 二次元コード から出版社独自の学習参考ページに移動し 、教科書の学習を振り 返っ 

たり 、 NHK f or  School のページに移動し て動画で詳しい情報を得たり することが

できるので、 生徒の自主的な学習を促すことができる。  

・ 節の初めに二次元コード が用意さ れ、タイムト ラベルのイラスト をタ ブレッ ト でも 

表示すること ができる。  

・ 導入の資料、 思考を深める資料、 本文の根拠と なる資料等が豊富に掲載さ れてい 

るため、 教科書だけで十分に多面的・ 多角的に課題を追究すること ができる。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 行間、 文字の大きさ 、 文字数などは適切である。  

・ 教科書全体に使用さ れている配色のバランスが良く 、 見やすい。  

・ 地図や資料が大きく なっているため、見開き１ ページの構成ではないと ころがあり  

見にく い。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 章末のまと めで「 これからの社会を構想しよう 」 と いう 学習課題があり 、言語活動を充実さ せながら、 過 

去の事例と現在の関連性を考えたり 、 SDGｓ の視点から過去の事象を検討し たり すること ができ、 生徒に

多面的・ 多角的な考察を促すことができる。  

・ コラムに「 技能をみがく 」 がところどころ設定してあり 、 資料活用能力を育むこと ができる。  

・ 単元の導入段階では、「 タイムト ラベル」 のイラスト の気付きから、 時代の特徴を捉えること ができるよ 

う になっている。  

・「 地域史」 や「 歴史を探ろう 」 では身近な地域の歴史や一般の人々の生活などが紹介さ れていて、 生徒の 

興味関心を引きやすい。  

・「 世界と のつながり を考えよう 」 という ト ピッ クスでは、 地図で世界とのつながり を確認しながら学習を 

進めることができる。  

・ 巻末の「 歴史の舞台を訪ねよう 」 では、地図帳と の関連も図り やすく 、歴史の授業だけでなく 地理の授業 

でも関連付け考察することができる。  

・ 単元末では、 知識習得を確認後、「 タ イムト ラベル」 を活用し た振り 返り 、 問いの考察、 時代の考察、「 こ 

れからの時代を考察し よう 」 などの活動が多い。  

・（ 学校） 歴史的な見方・ 考え方を働かせる工夫と し て、「 地図帳の活用」 と「 技能をみがく 」 があり 、 習得 

につながるよう な配置がなさ れているところがよい。  

・（ 市民） 単元ごとに「 技能をみがく 」 などの学び方と調べ方を記載し ていてわかり やすい。  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



社 会（ 歴史的分野）〔 その４ 〕                                №16 

      

発行者名 

観 点 

山 川 出 版 

１ 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領に準拠し、 ひと つひとつの内容が詳細に記載さ れている。 資料を含 

め、 読むこと で理解が深まるものと なっている。  

・ 内容の程度はやや高度な印象を受ける。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ 中学校での学習から高校への学習への接続に配慮さ れており 、高校段階での学習内 

容を深化させるための基礎的・ 基本的な内容を学ぶこと ができる。  

・ 高校日本史の内容も含んだ構成であるため、情報量が多く 、生徒の実態によっては 

理解を図り にく い面がある。  

・ 歴史的な見方・ 考え方に関する記述がないため、中学校社会科の学習指導では使い 

にく い。  

・（ 学校） １ 単位時間ごと の学習課題は明記さ れているが、 どこに書いているのかわ 

かり にく いので工夫が必要である。  

・（ 学校）「 Ｑ」 は写真やグラフ、コラムに関連し、考えてほし い課題が示さ れている。 

⑶ 分量 ・ 分量は標準時数内に収まっており 、 文字での情報量が充実し ている。  

・ 全体的に文章量が多く 、 単位時間あたり に取り 上げる内容が多く なっている。  

⑷ 使用上の便宜 ・ 史料、系譜、写真などが豊富に配置されており 、生徒の思考を深める学習に結び付 

けること ができる。  

・ 世界史と 日本史で見出し の色を変える配慮がさ れている。  

・ 単元を通しての学習課題の視点が例示さ れておらず、 学習の見通し をもたせにく  

い。  

・ 地図資料が小さく 、 巻末年表も用意さ れていない。  

・ 各ページに略年表が示さ れておらず、生徒がどの時代を学習し ているのかがわかり  

にく い。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 資料と 本文は統一さ れたレイアウト で、 配色も適切である。  

・ 本文の量が多いため、 行間が狭く 、 文字も小さ い。  

・ 本文のルビは書体が細く 、 読みにく い。  

２ 

教 

科 

ご 

と 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

・ 文化史、 地域史等バランスよく 掲載さ れており 、 様々な視点から歴史学習に取り 組むことができる。  

・「 地域からのアプローチ」 や「 歴史へのアプローチ」 は、 歴史的事象が豊富な資料と ともに紹介さ れてお 

り 、 現代まで受け継がれる歴史や文化の意義を考えさせること ができる。  

・「 人物」 では各時代に活躍し た女性にも焦点を当てているが、 中学校の段階では取り 扱いにく い人物も取 

り 上げられている。  

・ 章末のまとめは、 違いを比較しやすいよう に発問が工夫さ れているが、「 学習内容の整理」 に留まってお 

り 、 各時代の特色を自分の言葉で表現する問いは設定さ れていない。  

・（ 学校） 歴史の転換点と なる世紀ごと に、 当時の状況がわかるよう なイラスト 付き世界地図が用意されて 

いるため、 その後の世界の移り 変わり を予想さ せる活動に生かせる。  

・（ 学校） 国際関係が図式化さ れており 、 各国の関係や勢力を比較しやすい。 世界と のつながり をイメ ージ 

し ながら、 日本の歴史をとらえやすい。  

・（ 学校） 各時代の特色や時代の転換に関係する基礎的・ 基本的な歴史に関わる事象が詳細に記載さ れてい 

るため、 資料と し て非常にわかり やすいものと なっている。  

・（ 市民） 大日本帝国憲法と日本国憲法の比較がおもし ろい。  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



社 会（ 歴史的分野）〔 その５ 〕                                №17 

      

発行者名 

観 点  

日 本 文 教 出 版 

１ 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 内容の範囲は適切であり 、 資料内容、 文章の難易度も適切である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ 章のまと めは節ごと に３ 段階用意され、 丁寧に学習をまと めること ができる。  

・ 章の冒頭で学習の見通し をもたせ、二次元コード からワークシート に進むことがで 

きるため、 探究的な学習、 課題解決的な学習につなぐこと ができる。  

・ 二次元コード がどのページにも用意され、動画やポート フォリ オ等につながってい 

る。動画や資料、小テスト につながること で、発展的な学習や個別の補充学習にも

活用できる。  

・（ 学校） 資料を基に選択・ 判断し ながら時代の転換期を捉えることができる「 歴史 

にチャレンジ」 などを設けており 、 言語活動の充実を図っている。  

⑶ 分量 ・ 全体の分量、 本文の文章量、 行間などは適切である。  

・ 見開き１ ページの構成が一貫している。  

⑷ 使用上の便宜 ・ テーマ別索引が用意され、 学習を深めるために効果的である。  

・ 生徒役のコメ ント が吹き出しで用意されているが、生徒に考えさ せたい内容や着意 

点を記載しているため、 課題設定の際には配慮が必要である。  

・（ 学校） 導入、 まとめ、「 歴史を掘り 下げる等」、 生徒が１ 時間で取り 組むには、 学 

習過程が多い。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 資料や図は明瞭で、 配色も見やすく 配慮さ れている。 本文も読みやすい。  

２ 

教 
科 

ご 

と 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

・ 女性史、 SDGs の視点、 防災、 地域史等コラムや発展的な学習のテーマと し てバランスよく 配置し ており 、 

生徒が人権や防災、 環境、 地域学習など広い視点をもち歴史学習に取り 組むことができる。  

・ 時代の転換期を捉えるための「 チャレンジ歴史」 では、 ステッ プが設けられており 、生徒が段階的に思考 

力を深めること ができる。  

・ 学習の見通し を持たせること ができるよう に、 予想や疑問を二次元コード のポート フォリ オに入力でき 

るよう になっており 、 主体的に課題を解決できるよう 工夫されている。  

・ 各編のまとめでは、 ①既習事項の確認「 知識」、 ②時代の特色をつかむ「 思考・ 判断・ 表現」、 ③学習後の 

気づき「 主体的に学習に取り 組む態度」 と 、 段階を追って学習を整理すること ができる。  

・ 公害克服の歴史においては、 北九州市の歴史を掲載し ており 、 本市のシビッ クプライド の醸成にも役立 

つ。  

・ 学習課題を通して、 本時の見方・ 考え方につなげていく 流れになっている。  

・（ 学校） まと め振り 返り などの資料が適切であり 、 課題解決に向けて内容の充実し たものになっている。  

・（ 学校） 歴史的事象についての見方や考え方を働かせる内容と なっている。 歴史的な大きな流れをつかめ

る内容や現在と のつながり などに着目できる内容である。  

・（ 学校） 生徒が基礎的、 基本的な知識・ 技能を確実に定着できるよう に、 見開き２ ページの中で、「 学習課 

題」 や「 見方・ 考え方」、「 深めよう 」、「 確認」 が設けられている。  

・（ 学校） 生徒が「 主体的・ 対話的で深い学び」 を通し て、「 時代の特色」 を捉えられるよう に、 第２ ～６ 編 

では、「 見通す（ 導入ページ）」 →「 考察する（ 本文）」 →「 考察する（ 特設）」 →「 ふり かえる（ まと めペ

ージ）」 と いう 構成がさ れている。  

・（ 市民） 民衆、 労働者、 農民の視点のものがあり 、 様々な視点から歴史を捉えること ができる。 北九州市 

の内容もあり 、 目を引いた。  

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



社 会（ 歴史的分野）〔 その６ 〕                                №18 

      

発行者名 

観 点 

自 由 社 

１ 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領に示す内容が過不足なく 、 取り 上げられている。  

・ 高校で学習する内容が取り 上げられており 、生徒の理解を図ることが難し い面があ

る。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・「 人物クローズアッ プ」 は小学校で学習し た人物を活用し て、 効果的に歴史学習に 

興味がもてるよう 配慮さ れている。  

・ 本文で使われる語句に難し いものが散見さ れ、 生徒の理解を図り にく い部分があ 

る。  

・「 苗字の由来」 について取り 上げているが、 人権の観点から慎重に取り 扱う べき内 

容であり 、 学習指導上特に配慮を要する内容となっている。  

・（ 学校）「 調べ学習のページ」、「 時代の特徴を考えるページ」、 対話と まと めの図の 

ページ」 がそれぞれ用意されていて、 内容も易し く 取り 組みやすい。  

⑶ 分量 ・ ページ数や全体の分量、 本文の文字の大きさや行間などは適切である。  

⑷ 使用上の便宜 ・ グラフや資料が大きく 記載されており 、見やすい。資料を活用した学習を展開する 

こと で、 生徒の思考を深めること ができる。  

・ 生徒役のイラスト で示さ れるコメ ント が用意さ れているが、生徒に考えさせたい内 

容や着意点、 さ らには結論も記載し ているため、 学習が特定の方向に誘導さ れた

り 、 思考が一定の方向に誘導されたり し てしまう 。  

・ 資料の家系図にグループ分けの線が描かれているが、 かえって見にく く なってい 

る。  

・（ 学校） １ ページ当たり の資料が適度に取り 入れられており 、 分かり やすく まと め 

られている。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 文字の大きさ 、 行間、 書体などは適切である。  

・ 資料が全体的に暗く 、 特に人物画は捉えにく い。  

・ ページによって漢字の使い方や段落の構成など、校正が行き届いていない部分が見 

られる。  

２ 

教 

科 

ご 

と 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

・「 もっと 知り たい」 のコラムは、 歴史に対する関心意欲が高い生徒が人物や歴史的事象について深く 学ぶ 

こと ができる。  

・ 日本国建国の神話が通史のページで取り 扱われており 、 事実と 伝説が混在した状態になっている。  

・ 歴史的見方・ 考え方を働かせるための視点の記述がなく 、生徒がこれらの視点を意識し て思考すること が 

できない。  

・（ 学校）「 調べ学習のページ」 では、 生徒たちが歴史的事象について調べ、 多面的・ 多角的に考えること の 

できるよう な資料が多い。  

・（ 学校） スポーツや現在も使われる言葉などについて紹介するコーナーが設定されていて、 身近に感じ や 

すい。  

・（ 学校）「 外の目から見た日本」 と いう コーナーがあり 、 国際的な視点を得やすい。  

・（ 市民） 神話を元に日本の国の成り 立ちが書かれている。  

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



社 会（ 歴史的分野）〔 その７ 〕                                №19 

      

発行者名 

観 点 

育 鵬 社 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領に準拠しており 、 内容の範囲、 資料、 文章の難易度も適切である。  

・ 高校日本史レベルの用語が記載さ れている箇所もあり 、 生徒の理解を図り にく い。 

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ 単元を通し ての学習課題の視点が例示さ れていること で、見通し をもって学習する 

こと ができる。  

・ 歴史を動かし た人物を紹介し た「 人物クローズアッ プ」、 歴史的事象に焦点を絞っ 

て取り 上げる「 歴史ズームイン」 や「 このころ世界は」 など、 豊富なコラムで、 生

徒の興味関心を引き付け、 自主的・ 自発的な学習を促し ている。  

・ 章の冒頭は「 鳥の目」「 虫の目」 の両方が用意さ れ、 歴史の捉え方のポイント を分 

かり やすく 示し ている。  

・ 章のはじ めに時代の特色をすでに定義し てし まっている記述があるため、生徒の思 

考が深まり にく い箇所がある。  

・（ 学校） 導入の歴史絵巻は流れを把握し やすいものと なっており 、 系統的な指導が 

し やすい。  

・（ 学校）「 歴史の旅をする」 と いう テーマが設定さ れていて、親し みやすい内容とな 

っている。  

⑶ 分量 ・ 全体の分量や１ 単位時間及び１ 単元の内容とし ては適切である。  

⑷ 使用上の便宜 ・ 章のはじ めに大きく 資料を提示し てインパクト をもたせているので、生徒の興味関 

心を引きやすい。  

・ 各ページにめあてとなる「 課題」、 まと め・ 振り 返り と なる「 確認」、「 探究」 が提 

示さ れており 、 使いやすい工夫がさ れている。  

・ 節や1 時間単位の「 学習課題」 と「 学習のまと め」 で示されている問いに関連性が 

あまり 見られず、 課題解決が図られないまま終わってし まう 。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 資料が鮮明でわかり やすいが、 行間がやや狭く 読みづらい。  

・ 校正が行き届いていない部分が見られる。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 単元末や発展のページに記載さ れている「 ト ライ」 では、主体的・ 対話的で深い学びを実現し よう と し て 

いる。  

・「 歴史ズームイン」 では我が国の文化や外国人から見た日本、 日露戦争の舞台裏など、 さ まざまな視点か 

ら歴史的事象を切り 取って紹介し ており 、 歴史に興味がある生徒の発展的な学習に役立つ。  

・ 安倍元首相の殺害事件についての記載があり 、 歴史的な意味を生徒にと らえさ せるには難し い箇所があ 

る。  

・ 生徒の思考を促すものや、話し合い活動等の資料が少なく 、また、各章末の問いに対し て歴史の見方・ 考 

え方をどのよう に働かせて学習課題に迫ると よいのかがわかり にく い。  

・ 身近な地域の歴史から、 歴史的な事象を捉えさ せる地域史の取扱いが少ない。  

・（ 学校） 文化の学習では、 代表的な作品だけにと どまらず、 関連する作品や活躍し た人物が多く 取り 入れ 

られており 、 日本の文化を広く 学ぶことができる。  

・（ 学校） 単元を貫く 問いが毎ページに書いてあるのはよい。  

・（ 市民） ところどころに、 子どもの意見が吹き出し で書かれており 、 自分で考える事がおろそかになる。  

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



社 会（ 歴史的分野）〔 その８ 〕                               №20 

      

発行者名 

観 点 

学 び 舎 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 全体的な内容の範囲が適切である。  

・ 近現代の内容が豊富であり 、 ２ ・ ３ 年生で学習する内容が多い。  

・（ 学校）「 アブ・ フレイラ遺跡」 や「 火縄銃の伝来」 の記載など、 中学生にと っては

難し いと 思われる内容がある。  

・（ 学校） ド イツ帝国やハンガリ ーの独立に１ 時間、 市民革命に４ 時間。 第２ 次世界

大戦敗戦までに１ ５ 時間など、 学習内容の時数に偏り が見られる。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ 趣向を凝らし た見出しやタ イト ルが生徒に興味や関心を抱かせるが、 本時に何に 

ついて学習を行う のかが分かり にく い。  

・ 学習課題の設定や課題意識の醸成や内容の定着の工夫を図るために、「 章の扉」、

「 章をふり かえる」、「 学習のまと め」 などが設けられている。  

・ 一部の記載に表現と しての配慮が必要な部分がある。  

・ 時代を特徴づける重要語句が分かり にく く 、 語句解説も少ないため、 内容理解が 

やや難し い。  

⑶ 分量 ・ 資料やイラスト が大きく 、分量は適切な内容で収まっており 、ゆと り のあるもので 

あるが、 近現代の分量が多い。  

⑷ 使用上の便宜 ・ 各ページの資料が大きく 見やすいため、 授業で提示し やすい。  

・ 重要語句を表す太字表記がないため、生徒が重要な歴史的事象を把握すること がで

きない。  

・ 教科書のサイズが大きいため、 保管、 持ち運び等には不便である。  

・ 見開き１ ページに、時代のスケールが示さ れていないため、本時がどこの時代の学

習であるのか、 また今後どのよう に推移し ていく のかが分かり にく い。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ フォント が大きく 、カラーユニバーサルデザインに配慮さ れており 、コント ラスト

がはっきり し ていて文字が見やすい。  

・（ 学校） サイズが大きく 、 机上に置く と、 文具、 ノ ート 、 タ ブレッ ト 等を置く スペ

ースがない。  

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

・ 提示さ れている資料が大きく 見やすい。 また、 興味・ 関心を引く 資料も多く 使用さ れており 、 学習を進 

めていく 上で思考を深めること ができるものも多く ある。  

・「 歴史を体験する」 と いう コラムでは、 実際の実験や１ つの資料を深く 読み取る活動が紹介さ れており 、  

生徒の興味を引きやすい。  

・ 歴史的な見方・ 考え方に関する記述があるが、「 カード にまと めてみよう 」、「 年表に書き込んでみよう 」、 

「 調べてみよう 」 といった作業のみで、 具体的な活用場面が分かり にく い。  

・ 章末の学習のまとめでは、グループ活動が設定さ れているが、学習内容のまと めに留まるよう な問いが多

く 、 多面的・ 多角的に思考さ せる課題にはなっていない。  

・（ 学校） 教科書を読んで理解するだけなら内容が充実し ているが、 図やグラフの記載が少ない。  

・（ 学校） 各章の初めに、 その時代の地図を用いたさまざまな地域の様子が示さ れており 、 またどの章でも

同じ 地図が用いられており 、 歴史的な事象を推移や関連で捉えること ができる。  

・（ 学校） 各時代の人々の営みに関する題材において、 女性の生きる姿を具体的に描く こと に力点を置いて

いる。  

・（ 市民） それぞれの見出しに昔の写真や浮世絵などがあり 、 わかり やすい。  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



社 会（ 歴史的分野）〔 その９ 〕                                №21 

      

発行者名 

観 点 

令 和 書 籍 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 皇国史的内容が充実しており 、 高校日本史との接続が可能な内容である。  

・ 歴史的事象の解説が多く 、記述内容が細かい。生徒が歴史の流れを大観することが

難し い。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ 文献資料が豊富で、発展的な学習にのぞむ生徒にと って、知識を深めること ができ

る内容と なっている。  

・ 各章のはじめに「 政治」・「 文化」・「 外交」・「 産業」 ごと に問いが設定さ れており 、 

生徒が「 どこに視点をおいて学習し ていく のか」 を理解し やすい。  

・ 各時代の特色ある事象と 、発展的な学習内容に関する事象が混在し ており 、生徒の

実態に応じた授業を実施しづらい。  

・ 歴史的な見方・ 考え方に気づかせる支援や、キーワード がなく 、また難解な用語も

多いため、 記述の苦手な生徒が考えをまと めることが難し い。  

・（ 学校） 皇国史観を中心とし た記述であるため、 世界の事象と 関連付けて、 日本の

事象を捉えること が難し い。  

⑶ 分量 ・ 学習する内容が細かく 、 分量が多い。  

⑷ 使用上の便宜 ・ 注釈や資料の内容が詳し いため、 詳し い歴史を学ぶことができる。  

・ 資料が巻末にあるため、 授業中に参考にする際に扱いづらい。  

・ 生徒が資料をもとに考える際に、本文の内容と関連する資料が別のページにあるた

め、 活用しづらい。  

・ 単位時間や１ 時間の授業でどの程度の範囲を取り 扱う かが分かり にく い。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 本文は縦書きで２ 段構成であり 、文章が次のページにまたぐこと もあり 、読みづら

い。  

・ 本文は縦書き、 資料は横書きであり 、 読みづらい。  

・（ 学校） 教科書のサイズが小さく 持ち運びには適しているが、読みにく さ を感じ た。 

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 歴史の詳細が記載さ れているため、 歴史に興味がある生徒にと っては大変興味深い教科書である。  

・「 政権担当者・ 出来事対照表」 では、 人物と その人物に関連する歴史的事象がまと められているので、 生

徒が既習事項を整理し やすい。  

・ 全体的に歴史的事象に関する記述のみで、 生徒の思考・ 判断等を促す発問や資料があまり 見られないた

め、 単元を通し て歴史の大きな流れを捉えたり 、 各時代の特色を捉えたり すること が難し い。  

・「 考えよう 」 や「 ディ ベート をし てみよう 」 などでは、生徒に歴史的な認識を深めさ せる手立てになるが、

統計資料など客観的なデータ が少なく 、 価値判断がしにく い。  

・ 原始から現代までをひとまと めにした年表がないため、 大枠で歴史の流れを捉えること が難し い。  

・（ 学校） 単元ごと の学習課題が明確でなく 、 歴史の大きな流れを掴む点において課題があり 、 授業を行う

際に、 内容の精選、 提示内容の取捨選択等が必要である。  

・（ 学校） 社会的事象について、 統計資料などの客観的な資料が少なく 、 社会的事象について生徒たちが多

面的・ 多角的に考察し づらい。  

・（ 市民） 物語と しての神話と 歴史と が混同し ている。  

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  


